
1 
 

弊社では、PC-MAPPING の拡張キットとして、国土地理院発注物件仕様の一部工程の作業を効率的に進める
ツールとして、３つのキットをご用意しております。 
 

① 航空レーザ測量及び三次元点群データ等整備業務 向けキット 
◆対応物件名例：航空レーザ測量及び三次元点群データ等整備（関東２地区） 
◆対応作業工程は、赤枠部分となります。 
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② 航空レーザ測量成果による三次元点群データ整備業務 向けキット 
◆対象物件名例：Ｒ４航空レーザ測量成果による三次元点群データ整備業務（その１）~（その４） 
        Ｒ４航空レーザ測量成果による三次元点群データ整備業務（その５）（その６） 
◆対応作業工程は、赤枠部分となります。 
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③ 基盤地図情報（数値標高モデル）・三次元点群データ整備業務 
◆対象物件名例：基盤地図情報（数値標高モデル）・三次元点群データ整備（全国１地区） 

      オリジナルデータを用いたグラウンド・三次元点群データ等整備（広島１地区）（※） 
（※）「３．作業工程における特記事項（基盤地図情報（数値標高モデル））」作業に対応しております。 
対応作業工程は、「基盤地図情報（数値標高モデル）」作成のほぼ全工程となります。 
PC-MAPPING の標準機能を使用した編集作業も必要となります。 
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◆「三次元点群データ」の対応作業工程は、赤枠部分となります。 
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メニューから簡単実行 
各キットともに、処理コマンドを用意し、タスクメニュー、クイックバーメニューから実行できるようにして
あります。 
 
◆メニュー例 

タスクメニュー 
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クイックバーメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【全てのキット（①〜③）に共通する注意点】 
すべての物件において、シェープファイルの構成に、「.sbn」「.sbx」が含まれる場合は、PC-MAPPING から
のエクスポートは行えませんので、監督員にご相談下さい。 
尚、サポートはご注文頂いた物件対応のキットのみが対象となります。 
 


